
・

一
八
六
一
（
万
延
二．
11
文
久
元
）
年
に
出
版
さ
れ
た
英
語
黎
集

r
英
語
箋」

に
つ
い
て
の
研
究
は、

殆
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の

理
由
と
し
て、

本
帯
の
内
容
が
一

般
入
門
的
な
も
の
で
あ
り、

従
っ

（
注1)

て
研
究
対
象
と
は
な
り
に
く
か
っ
た
こ
と、

本
害
が
出
版
さ
れ
た
年

代
は、

丁
度
英
話
学
が
隆
盛
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
た
め、

本
書
と
前
後
し
て
出
版
さ
れ
た
英
辞
害
に
優
秀
な
も
の
が
少
な
く
な

（
注2)

か
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ろ。

．

さ
ら
に、

ひ
と
つ
の
問
題
点
と
し
て
絹
者
石
橋
政
方
の
網
纂
に
対

す
ろ
姿
勢
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ろ。

本
稿
で
は、

「
英
語
箋」

の

配
列
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り、

そ
の
絹
菜
態
度
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
て
み
た
い。

尚、

本
書
出
版
の
四
年
前
（
一
八
五
七
11
安
政
四
年
）
に、

通
詞

（
注s)

村
上
英
俊
に
よ
り
同
名
の
和
英
辞
害
「
英
語
箋J

全
七
冊
が
絹
ま
れ

て
い
る。

村
上
緬
r
英
語
箋」

は
「
米
語
箋」

と
副
題
が
附
さ
れ、

一
、

は
じ
め
に

r

英
語
箋
』

の

配
列
に
つ

い
て

一
八
三
0
(
天
保
元
）
年
に
パ
タ
ピ
ア
で
刊
行
さ
れ
た
r
英
和
和
英

語
奨
集」
の
復
刻
版
で
あ
ろ。

石
橋
網
「
英
語
箋」

は、

こ
の
辞
密

（
注4)

と
は
ど
の
よ
う
な
影
幽
関
係
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
記
し
て
お
くC

本
稿
の
調
査
に
は、

．

．
 

「
蛮
語
箋」

11
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本

「
改
正
増
補
蛮
語
箋」

11
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本

「
英
語
箋」

11
京
都
市
松
林
氏
蔵
本

を
用
い
た。

「
改
正
増
補
蛮
陪
箋J

と
の
関
係

「
英
語
箋」
（
以
下
「
英」

と
記
す
）
の
「
自
叙」
に
は、
一
七

九
八
（
寛
政
十
）
年
に
森
島
忠
良
に
よ
っ
て
絹
ま
れ
た
日
蘭
語
黎
集

「
蛮
語
箋」
（
以
下
『
蛮」

と
記
す
）
の
名
が
見
え、

こ
れ
を
見
て
（
注5)

天
文
・
地
理
・
套
語
な
ど
の
意
義
分
類
を
知
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ろ。

と
こ
ろ
が
実
際
に
石
橘
政
方
が
底
本
と
し
て
用
い
た
の
は、

「
蛮」

二
、

石

上

敏
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で
は
な
く、
そ
れ
よ
り
下
ろ
こ
と
半
世
紀、一
八
四
八（
嘉
永
元
）
年

さ
ら
に、

語
句
の
移
動
つ
ま
り
「
改
蛮」
に
対
し
て
の
「
英」
の

（庄
9)＇・

みつ
くり

・

に
箕
作
玩
甫
に
よ
っ
て
大
幅
に
改
訂
さ
れ
た
『
改
正
増
補
蛮
語
箋
』
．

配
列
換
え
に
は
規
則
性
が
認
め
ら
れ
る。

以
下、

「
改
蛮」
か
ら

・
（
以
下
「
改
蛮」
と
記
す
）
な
の
で
あ
る。
こ
れ
は、

「
英」
所
収

「
英」
べ
の
配
列
の
変
化
を
見
て
い
く
と
と
も
に、

ど
の
よ
う
な
意

語
槃
の
う
ち
「
蛮」
に
は
見
え
ず
「
改
蛮」
で
増
補
さ
れ
た
も
の
が、

図
で
規
則
的
な
配
列
換
え
が
行
な
わ
れ
た
の
か
考
察
す
る。
た
だ
し、

天
文
七、．
地
理
三、

時
令一
、

人
倫
九、

身
体
七、

疾
病
七、

宮
室

「
改
蛮」
と
「
英」
と
の
共
通
部
門
（
表
ー
参
照
）
の
う
ち、

巻
二

六、

服
飾
七、

飲
食
七、

器
財
二
五、

金
四、・
玉
石
三、

獣
五、

虫

の
「
会
話

こ

「会
話
二」
で
は
本
稿
で
問
題
と
す
る
上
下
二
段
の
配

二、

互
一
五、

木
八、

数
攪一
と
計
―
―
五
語
あ
る
こ
と。
こ
れ
に

列
方
法
が
と
ら
れ
て
は
お
ら
ず、
さ
ら
に
「
改
蛮」
が
縦
苔
き
で
あ

．
対
し
て
r
改
蛮」
に
は
見
ら
れ
な
い
が、

「
蛮」
と
r
英」
に
は
共

る
の
に
対
し
て
「
英」
は
横
掛
き
に
な
っ
て
お
り、

他
の
部
門
と
は

（注
6
)

通
し
て
い
る
と
い
う
語
が
一
例
も
な
い
こ
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る。

同
列
に
考
え
ら
れ
ず、

本
稿
の
潤
査
対
象
と
は
な
り
得
な
い
と
判
断

「
蛮
J

r
改
蛮」
「
英」
そ
れ
ぞ
れ
の
体
裁
は
表
ー
に
示
す。

巻一

し、
こ
れ
ら
を
除
外
す
る。

に
つ
い
て
は
表
n
.

m

を
参
照
（
巻
一
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
）。

こ
こ
で
問
題
点
と
し
て、

「
英」
で
語
句
を
削
除
し
た
た
め
に
配

さ
て、

そ
こ
で
「
改
蛮」
と
「
英」
と
を
比
較
す
る
と、

表
n

の

列
の
変
化
が
云
わ
ば
必
然
的
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問

よ
う
に
な
る。

大
き
な
特
徴
と
し
て、

が
挙
げ
ら
れ
ろ。
そ
れ
に
対
し
て、

配
列
を
変
え
ろ
こ
と
に
よ
っ
て

r
改
蛮」
で
の
語
句
の
配
列
順
序
を
基
と
し
た
場
合、

大
き
な
特

引
き
ず
ら
れ
る
か
た
ち
で
語
が
削
除
さ
れ
た
と
考
え
ろ
こ
と
も
で
き

徴
と
し
て、
『
英
』
で
は

語句
の

配列
の

移動が

非常
に
老
し
い
と

いう←と

ろ。
こ
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る。
オ

が
挙
げ
ら
れ
る。

「
改
蛮」
と
「
蛮」
と
の
共
通
語
彙
数一
六
二
0

ラ
ン
ダ
語
の
概
念
と
英
語
の
概
念
が
必
ず
し
も
一
対
一
の
対
応
を
と

（
「
英」
が
「
改
蛮」
に
対
し
て
増
補
し
た
語
句
は
「
194
•
姉
妹」

ろ
と
は
限
ら
な
い
こ
と
や、

長
き
に
亘
り
洋
学
即
ち
蘭
学
を
意
味
し、

4
 

「
“
.

「
英」
の
緬
ま
れ
た
時
期
に
お
い
て
も、

英
語
学
は
蘭
語
学
に
大
幅

ー

「
507
．
橡」
「
617
．
羽
毛」
「
880．
尿
瓶」
「
967．
銃」

十
万」
＿
134
．
百
万」
「
134
．
一
円」
の
八
語
し
か
な
い
の
で、

共

に
立
ち
遅
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
ろ
と、

当
然
削
除
が
先
で
あ

喜
盆
数
は
r
色
の
総
諾
槃
数
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
）
の
う
ち
九
四

っ
だ
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る。
と
こ
ろ
が
「
邸
．
一
匁」
が
削
除
さ

5
 

四
語
即
ち
約
六
0
％
の
語
が
形
や
意
味
は
そ
の
文
ま、

た
だ
配
列
順

れ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
「
80
．
十
匁」
が
取
ら
れ
て
い
ろ
例
に

ー

序
だ
け
を
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

顕
著
な
よ
う
に、

本
稿
の
主
眼
で
あ
る
配
列
換
え
の
規
則
性
に
よ
っ

一郎 一



・く表I>

0巻二の体裁 （数字 は所収語棠数）

蛮 語 箋 改正増補蛮語箋 英 語 箋

言語 303 言語

依添頼字
名字

163 依添 字
頼名字

138 

（自
自

， ，能能
， ，所所， の三区

種
別
動字

あり） 130
自（ ，

自
能，能所

，
所， 三の

種
区動

別
字
なし） 116

人品四 指
種

示代名
承接
字

疑問 人品
種
指代示承接疑問

49 四 名字 27 

虞前字 81 

接続字 17 

磋歎字 6 

日用ノ語法 123 

会話一 80 会話一 185 

会話ニ 62 会話ニ 32 

万国地名箋 改正増補万国地名箋

亜細亜之部 81 亜細亜 71 

亜細亜諸島 45 

地中海及諸島 15 

欧羅巴 66 欧邁巴 63 

欧遡巴諸島 18 

亜弗利加 42 亜弗里加 36 

亜弗利加諸島 13 

北亜墨利加 26 南北米里堅 65 

南亜星利加 16

米里堅諸島 16 

豪斯多剌里 44 

践
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＜表 rr>

巻1 『改蛮』
増補 削除 士

『英』 （％） 共通 順 移
移動

語数 語数 語数 率 f/4

1 天文 82 ゜ 24 ー24 58 70.7 58 47 11 19 0 

2 地理 73 ゜ 3 —3 70 95.9 70 ， 61 87.1 

3 時令 54 ゜ 1 ー1 53 98.1 53 37 16 30.2 

4 人倫 176 I 24 —23 153 86.9 152 83 69 45.4 

5 身体 121 ゜ 20 -20 101 83.5 101 66 35 34.7 

6 疾病 91 ゜ 29 
-29 62 68.1 62 16 46 74.2 

7 宮室 86 1 ， -8 78 895 77 19 58 75.3 

8 服飾 郎 1 25 ー24 64 71.6 63 23 40 63.5 

， 飲食 58 ゜ 12 -12 46 78.3 46 19 27 58.7 

10 器財 2祁 1 58 -57 241 80.5 240 授｝ 152 63.3 

11 火器 151 1 103 -102 49 31.8 48 27 21 43.8 

12 金 26 ゜ 5 -5 21 80.8 21 12 ， 42.9 

1 3  玉石 32 l（重複） ， -8 24 71.9 23 2 21 91.3 

14 烏 51 ゜ 10 ー10 41 80.4 41 2 39 95.1 

15 獣 55 ゜ 5 --5 50 \XJ.9 50 25 25 50.0 

16 魚介 47 ゜ 14 ー14 33 70.2 33 1 32 引．o

17 虫 30 ゜ 6 -6 24 80.0 24 5 19 79.2 

18 草 149 ゜ 75 -75 74 49.7 74 14 60 Bl.I 

19 木 87 ゜ 24 -24 63 72.4 63 6 57 g.5

20 数嚢 50 3 8 -5 45 84.0 42 36 6 14.3 

巻2

21 添・依 163 1 26 -25 138 84.0 137 115 22 16.1 

22  動字 130 1 15 -14 116 88.5 115 10 105 91.3 

23 代名字 49 ゜ 22 -22 27 55.l 27 14 13 48.1 

計 2147 11 5勿 -516 1631 76.0 1620 676 944 58.6 

（注）21添・依は添字・依穎名字＇（形容詞， 形容動詞・副詞）のこと。
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て
削
除
が
生
じ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
な
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

る 。
削
除
が
先
か
配
列
が
先
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は 、
削
除
さ

t
た
語
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
け
ば
あ
る
程
度
は
明

ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
が 、
本
稿
で
は
最
初
か
ら
削
除
さ
れ
た
語
は

考
慮
に
入
れ
ず 、
共
通
す
る
語
彙
に
つ
い
て
の
移
動 、
可
視
的(
r
改

蛮」
と
「
英」
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
か
た
が
と
し
て
見
る

こ
と
の
で
き
る
）
な
類
型
を
重
視
し
て
論
を
進
め
る 。

三 、
配
列
の
類
型

r
改
蛮」
か
ら
r
英」
へ
の
配
列

か変
化
に
お
け
る
規
則
性
で
最

も
基
本
的
な
も
の
は
r
改
蛮」
に
収
め
ら
れ
た
語
句
を
右
か
ら
左
へ

取
っ

て
い
く
「
横
の
流
れ」
で
あ
る 。
ょ．
改
蛮」
「
英」
さ
ら
に

「
蛮」
は
ど
れ
も

図
ー

に
示
し
た
よ
う
に 、
右
上
か
ら
上
下
上
下
と

い
う

順
序
で
語
彙
が
並
ぺ
ら
れ
て
い
る 。
こ
れ
は
数
字
ゃ
曜
日
な
ど

の
並
ぺ
方
を
見
れ
ば
分
る 。
共
通
語
彙
の
う
ち
五
六
六
語
（
三
四
・

九
％
）
が、
「
改
蛮」
の
配
列
で
は 、
右
隣
り
に
あ
っ

た
語
の
次
に

位
屈
し
て
い
る 。
さ
ら
に
二
話
以
上
を
隔
て
た
場
合
の
二
九
語
（
も

し、
い
く
つ
か
の
語
句
を
飛
び
越
え
て
そ
の
ま
ま
な
ら
ば 、
閻
に
あ

っ
た
も
の
は
削
除
に
な
り 、

再
び
戻
っ

て
取
ら
れ
た
な
ら
ば
庚
雑
語

ー

百

ー
に
な
ろ
）
を
加
え
る
と 、
「
横
の
流
れ」
に
支
配
さ

れ
た
語
句
は
全
体
の
三
六
・

九
％
に
な
る 。

＜図 r>

(4丁左）

道都世＋地地（り

界字方又
街 土

U9 7 5 31._ 

地
又
土
①

⑥
 

気

帯

②

地
万

③

市

街

④

十
字
街
⑤

野

⑤

気

搭
2

市

街
4

野
6

国

8
村
10

堤
．
12「

英」

堤道村都国11t
→ 界
改⑫⑪®⑨®⑦

野十 地

気

地

↓ 
: 

字街万帯又
街 土

；斎｀村蔀臼面：

二:: （d) 

(2T右）
．�．． 

逆風
風

順風

序 <=
逆

大

風風
L_→ 

←1

大

風
2,

3

順
風
4「

英l

⑥
 風

①

大

風
②

項
風

④

逆
風
③

「
改
蛮」

(27T左）
← 搬衣手袖

衣裡巾
入 ← 

•
ノ

帯貼外
乙竺主

「
英」

外
套

搭

3

手入
5

搬
衣

7
←

貼
裡
2

裡

4

衣
裡
6

ー

搬衣手袖 (f) 

衣裡巾
入

®⑥⑤④ 

-,帯貼外
改 裡套X
巴③②①
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'
と
異
な
る
語
の
間
に
挿
入
さ
れ
る
↓

雑
語
・
挿
入
語

0
配
列
の

顧
が
逆
行
し
て
い
る
↓
逆
行
語
・
反
転
語
ー

に
な
る
）
を
加
え
る

と、

「
横
の
流
れ
」
に
支
配
さ
れ
た
語
句
は
全
体
の
三
六
・
九
％
に

な
る。

．

配
列
が
変
化
し
た
八
六
六
語
の
中
に
も
能
動
的
な
変
化
（
本
来
の
順

序
を
含
め
た
い
く
つ
か
の
可
能
性
の
あ
る
順
序
の
中
か
ら、

本
来
と

は
異
な
る
取
り
方
を
し
た
も
の
）
と
受
動
的
な
変
化
（
本
来
の
配
列

順
序
と
は
異
な
る
が、

先
に
取
ら
れ
た
語
を
考
え
る
と
そ
の
配
列
順

序
は
必
然
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）
が
あ
る。

前
者
は
五
六
八
語、

後
者
は
二
九
八
語
で
あ
り、

配
列
換
え
と
い
う
操
作
を
前
者
に
限
っ

て
考
え
る
と
し
て
も、
「
横
の
流
れ
」
は
か
な
り
顕
著
で
あ
る
と
い
え

る。

図
ー
⑭
で
示
す
な
ら
ば、

⑥
④

⑨e面）
が
能
動
的
な
変
化、

⑤

⑦
⑧
⑫
が
受
動
的
な
変
化
で
あ
る。

さ
て、

図
ー
の
操
作
を
『
改
蛮」
全
体
に
施
す
と
図
n
(
E
93••

94)
の
よ
う
に
な
る。

,
1
ー
71
の
番
号
は
丁
数
を
示
し、

①
l

gぽ
類
型
の
整
理
番
号
を

示
す。

実
線
は
配
列
順
序
に
変
化
の
認
め
ら
れ
る
も
の
に
附
し
た。

〇
印
が
「
英」
に
取
ら
れ
た
語、
X
印
が
削
除
さ
れ
た
語
で
あ
り、

実
線
中
の
0
印
は
「
英」
で
増
補
さ
れ
た
語
を
示
す。

実
線
が
附
さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は、

本
来
の
順
序
で
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る。

以
下、
こ
の
図
を
基
に
配
列
を
見
て
い
く
が、

そ
の
前
に
確
認

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は、
こ
の
よ
う
な
配
列
の
変
化
は

「
英」
独
自
の
も
の
で
あ
っ
て
r
蛮」
か
ら
「
改
蛮」
へ
の
改
変
の

際
す
で
に
配
列
に
変
化
（
或
い
は
変
化
の
兆
）
が
現
わ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

表
"(
E
95)
を
見
て
ほ
し
い。

こ
こ
に
示
し
た
よ
う
に
「
蛮」
と
「
改
蛮」
と
の
共
通
部
分
で
の

語
句
の
移
動
は
低
率
を
示
す。

表
中
「
人
倫」
の
み
が
高
い
移
動
率

を
示
し
て
い
る
が、
こ
れ
は
「
300
．
書
売」
か
ら
「
328
．
菓
子
師」

と、

「
329
．
書
家」
か
ら
「
356
．
瓦
匠」
ま
で、
一
丁
全
体
を
そ
の

ま
ま
入
れ
換
え
て
あ
る
こ
と
に
よ
る。
（
お
そ
ら
く
「
書
売」
と

「
書
家」
の
「
笞」
に
よ
っ
て
異
同
が
起
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

こ
こ
で
も
「
英」
の
下
敷
き
が
r
蛮」
で
は
な
く
「
改
蛮」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
確
詑
で
き
る。）

さ
ら
に
「
22
．
霧」
と
「
542
．
児
一2，

枕
痛」
の
移
動
を、

「
23
．
霞」
と
「
543
．
悪
阻」
が
r
改
蛮」
に
—

お
い
て
上
下
二
段
抜
き
で
訳
語
を
充
て
ら
れ
て
い
る
た
め
に
起
き
た

も
の
で
あ
る
と
と
れ
ば、

計
五
八
語
を
配
列
の
変
化
か
ら
除
外
す
る

こ
と
が
で
き
る。
す
る
と
移
動
し
た
語
は
一
四
語、
率
で
言
え
ば、
一

·

0
1
％
と
き
わ
め
て
低
率
と
な
り、、
こ
の
結
果、
配
列
の
変
化
は

「
英」
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う。

さ
て、
こ
こ
で
配
列
の
変
化
を
類
型
化
す
る
と、

次
の
四
つ
に
大

別
で
き
る。

。
上
段
右
↓
左
↓
下
段
右
↓
左
（
図
ー
い
）

。
下
段
右
↓
左
↓
上
段
右
↓
左
（
図
ー
囮
）

。
下
段
か
ら
垂
直
に
上
段
へ
（
図
I
S)
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く表 m>

「蛮」
＇

語数 「改蛮」 語数 増 減 土 共通語数 順 移 移動率％

天文 79 ・天文 82 7 4 +3 75 73 2 2.6 

地理 78 地理 7 3  3 8 -5 70 70 ゜ 0 . 

時令 53 時令 54 1 ゜ +1 53 53 ゜ ゜

人倫 'lお 人倫 176 10  ゜ +10· . 166 llO 56 33. 7

身体 l⑮ 身体 121 12 ゜ +12 109 109 ゜ ゜

疾病 80 疾病 9 1  13 2 +11  78 75 3 3.8 

宮室 81 宮室 郎 6 1 +5 80 杖l ゜ ゜

服飾 80 服飾 邸 ， 1 +8 79 75 4 5.3 

飲食 50 飲食 58 13  5 +8 45 45 ゜ . o 

器財 276 器財 298 39 17 +22 お9 256 3. 1.2

火器 151 151 ゜ +151 ゜ ゜ ゜ ゜

金 22 金 26 5 1 +4 21 21 ゜ ゜

玉石
•
お 玉石 ．劣 6 ゜ +6 26 26 ゜ ゜

烏 54 烏 51 ゜ 3 -3 51 51 ゜ ゜

獣 52 獣 55 5 2 +3 50 50 ゜ ゜

魚介 51 魚介 47 ゜ 4 -4 47  47  ゜ ゜

虫 28 虫 30 3 1 +2 27 27 ゜ ゜

草 138 草 149 43  32 +11 106 100 6 5.7 

木 82 木 87 13 8 +5 7 4  74 ゜ ゜

数敬 49 数歴 50 1 ゜ +1 49 49 ゜ ゜

計 1544 1795 339 88 +251 1465 1391 74 5.3 

I 

®
＠
⑭
＠
◎
＠
@
®
®

⑲
®
◎
®
®
 

z
型
ー
⑧®
®
⑰
®
®
®
®
®

@
®
 

0
左
か
ら
右
へ

返
る
。

こ
れ
ら
を 、

そ
の
形
態
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

S
型•
N
型•
L
型
と
呼び
四
番
目
を

例
外
と
見
る
。

図
lI
の
盤
理
番
号
で
そ

れ
ぞ
れ
の
類
型
を
例
示
す
る
と 、

⑪
@
®
⑮
@
@
®
®
⑪

®
⑭
®
®
@
®
®
®
 

@
®
®
®
⑪
⑫
®
®
®

®
⑭
®
@
®
®
⑭
®
@

@
®
@
@
@
＠
@
@
®

®
@
＠
®
@
e
@
＠
＠

®
@
＠
®
®
@
＠
◎
＠

S
型
II
③
⑤
⑦
⑨
⑩
⑪
⑭
⑬
⑲
⑳

⑫
®
⑳
⑮
®
®
®
®
®
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L
型
11
①
⑬
⑰
⑬
⑳
⑳
⑳
®
⑫
⑭
®
®
⑰
⑭
@
@
@
®

◎

 

例
え
ば
④
の
よ
う
に
完
全
な
型
は
示
し
て
い
な
い
が
類
型
で
あ
る
と

言
え
る
も
の
を
含
め
る
と、

S

型
11
④
⑳
⑲
@
＠
⑲
⑲
®
®
®
®
®
@
@
@
®

z
型

ug

以
上
の
よ
う
に
な
る。
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
に
つ
い
て
考
察
す
る。

「、

S
型
に
つ
い
て

最
も
基
本
的
な
類
型
で
あ
る。

他
の
類
型
と
結
び
つ
い
た
型
で
現

わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が、
そ
の
考
察
は
以
下
の
項
目
に
設
る。

完
全

な
形
が
七
五
例
四
0

七
語、
こ
れ
だ
け
で
移
動
す
る
糾
放
の
四
七
％

を
占
め、

例
外
を
含
め
た
他
の
類
型
が
此
入
す
る
二
三
例
ニ
ー
五
語

を
合
わ
せ
る
と
実
に
七
二
％
に
逹
す
る。

二、

N
型
•
L
型
に
つ
い
て

．

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
S
型
の
変
形
と
し
て
解
釈
で
き
る。

即
ち

「
横
の
流
れ」
の
起
点
が
下
段
に
あ
る
場
合、

上
段
に
未
だ
取
ら
れ

て
い
な
い
語
句
が
あ
れ
ば
z
型
に、

上
段
の
紺
句
が
既
に
「
英」
に

記
さ
れ
て
い
る
か
削
除
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
L
型
に
な
る。

ま
た

こ
れ
ら
は
S

型
の
終
結
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い。

即
ち

「
横
の
流
れ」
は
多
く
上
段
か
ら
始
ま
り
下
段
で
終
結
す
る
の
で、

次
の
類
型
の
起
点
を
下
段
か
ら
上
段
に
持
っ
て
来
る
必
要
が
あ
る
か

ら
で
あ
る。
z
型
十
二
例
は、

S

型
に
付
屈
す
る
も
の
五
例、

部
門

ど
り
オ
F

や
丁
の
終
わ
り
に
く
る
も
の
七
例
と、

完
全
に
終
結
の
役
割
を
果
た

し、

L
型
も
三
一
例
中
十
六
例
が
S

型
に
付
囮
し、

六
例
が
部
門
や

丁
の
最
後
に
来
て
い
る。

以
上
三
つ
の
晶
木
類
型
s
·
N
.
L
に
含
ま
れ
る
語
放
は、

移
動

語
鋲
数
の
大
部
分
九
五
・
六
％
を
占
め
る。

三、

例
外
に
つ
い
て

s
·
N
.
L
の
ど
の
類
型
に
も
含
ま
れ
な
い
移
動
語
処
は一
二
八
語

で
あ
る。

そ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
は
「
改
蛮」
の
順
序
と
は
逆
の

頻
序
で
「
英」
に
取
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

即
ち
右
か

ら
左
へ
と
い
う
規
則
性
が
飽
く
ま
で
も
意
識
さ
れ
て
い
れ
ば
削
除
さ

れ
た、
i
]＂
2

わ
ば
央
雑
語
（
一
度
は
見
過
と
さ
れ
て
い
る
が
最
終
的
に

ri火」
に
取
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り、

r
改
蛮」
本
来
の
位叩11
と
は
汎

な
っ
た
語
旬
の
間
に
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
語
）
で
あ
る。

特
に、

三
八
語
を
栄
頭
に
二
五
語、
二
四
語、
ニ
ニ
語
前
へ
戻
る

と
い
う
よ
う
な
収
り
方
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら`

r
英」
の
編
岱

が
短
期
間
で
行
な
わ
れ
た
と
類
推
す
る
こ
と
が
出
来
る。
「
央
雑
語
」

は
削
除
し
ょ
う
と
し
た
語
を
再
び
取
り
上
げ
た
も
の
だ
と
し
て
も、

後
か
ら
英
訳
が
解
っ
た
の
だ
と
し
て
も、
一
語
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
検
討

は
少
な
く
と
も
深
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る。
ま
た、
涸
々
の
「
央

雑
語
j

を
検
討
し
て
も、
こ
の
よ
う
な
取

り方
に
特
別
な
意
味
が
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い。
ま
た、
三
八
語
（
前
掲
の
四
語
は
す
ぺ
て一
例、

以
下一
九
語
戻
っ
て

取ら
れ
た
も
の一
例、
十
語
11一
例、
八
語
11一
例‘
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四、
陪
群
の
解
体

七
語
11一
例、
六
語
11
五
例、
四
語
11
六
例、
三
語
11一
例、

二
語
II
二

例、
一
語
11
ニ
六
例）
の
内、
類
型（
横
の
流
れ）
と
全
く
関
係
の
な
い

「
央
雑
諾」
は
一
例
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も、
同
様
の
こ
と
が

言
え
る。
つ
ま
り、
横
の
流
れ
の
中
で
は、
削
除
す
る
か
取
る
か
と

い
う
判
断
が、
か
な
り
曖
昧
な
も
の
（
も
し
殴
初
か
ら
取
捨
を
明
確

に
決
定
し
て
お
い
た
な
ら
ば、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
語
を
思
い
出
し
た

よ
う
に
取
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
）
で
あ
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る。
ま
た
S
型
•
Z
型
の
二
頂
点
を
結
ぶ
（
図
I
で
示
せ

ば
旬
の
⑥
↓
⑦、

い
の
③
↓
④）
移
動
や
L
型
の
下
か
ら
上
へ
の
移

動
も
「
前
に
戻
る」
と
い
う
意
味
で
は
「
央
雑
語」
の
一
例
で
あ
る

と
言
え
よ
う。

以
上
見
た
よ
う
に、
例
外
を
も
含
め
た
す
ぺ
て
の
配
列
の
変
化
は、

r
改
蛮」
の
語
句
を
右
か
ら
左
へ
取
る
と
い
う
「
横
の
流
れ」
に
よ

っ
て
生
じ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る。

で
は、
逆
に
移
動
し
な
い
語
句
が
あ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か。

そ
れ
は、.

r
改
蛮
J

(
当
然
「
蛮」
「
英」
も
）
が
意
義
分
類
を
用

い
て
語
批
を
所
収
し
て
あ
る
た
め、
一
定
の
規
則
で
結
び
つ
い
た

「
語
群」
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る。
こ
こ
で
再
び
表
IJ
を

見
る
と、
部
門
に
よ
っ
て
移
動
率
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る。
そ
れ
は、
同
系
統
の
語
句
は
配
列
を
変
え
な
い
と
い
う、

語
群
に
対
す
る
屈
者
の
意
器
を
示
す
も
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
が
そ
の

意
識
・
判
断
は
明
確
で
は
な
く、
例
え
ば
r
改
蛮」
で
は
「
110
・
橋」

「
111
・
舟
橋」
「
112
•
石
橋」
「
田

ふ企憫．＿
「
114
．
翻
橋」
と、

明
ら
か
に
語
群
を
形
づ
く
っ
て
い
た
語
梨
が、
「
英」
に
な
る
と

「
86
．
舟
樅」
「
87
•
木
橋」
「
88
•
井」
「
Bg
·
泉
痴」
「
90
.

山」
「
91
．
梢」
「
呪
・
石
梃」
「
93
・
翻
橋」
と
い
う
よ
う
に
分

裂
解
体
し
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る。
即
ら
前
節
で
見
た
「
横
の

流
れ」
11
「
配
列
の
原
理＿
が
「
語
群」
を
解
体
し
た
わ
け
で
あ
る。

こ
の
「
配
列
の
原
理」
と
「
語
群」
と
い
う、
異
な
る
方
向
性
を
持

っ
た
語
没
の
結
び
つ
き
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
英」
の
緬
者

石
橘
政
方
の
網
岱
意
識
を
導
き
出
す
の
が
本
節
の
目
的
で
あ
る。

そ
こ
で
先
ず、
「
改
蛮」
で
形
成
さ
れ
て
い
る
語
群
を
次
の
三
稲

に
分
穎
す
る。

a

抱
括

先
の
「
橋」
の
例
の
よ
う
に、
最
初
に
大
き
な
概
念
を
表
わ
す
語、

続
け
て
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
語
を
示
し
た
語
群。

B、

対
応

「
東」
「
西」
「
南」
「
北」
や
「
夜」
「
昼」
の
よ
う
に、
そ

れ
ぞ
れ
の
語
が
互
い
に
対
立・
同
義
な
ど
の、
あ
る
約
束
で
結
び
つ

い
て
い
る
語
群

C

も
し
「
方
位一
「
東」
「
西
j

「
南」
「
北」

と
記
さ
れ
て
い
れ
ば
a
に
含
ま
れ
る。
ま
た
「
改
蛮」
で
「
四
・
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「
英」
の
船
者
は
か
な

昨
日」
ー
「
四
・
再
昨」
、
「
隊
・
明
日」
I
「
g
•
明
外
日」

と
対
応
し
て
い
た
語
群
が、
＇「
英」
で
は
「
lEo．．
 昨
日
J

I

「
166

・
明
日」
、
「
167
．
再
昨」
ー
「
168
•
明
外
日」
と
さ
れ
た
場
合、

配
列
は
沢
な
る
が
別
の
意
味
で
対
応
し
て
い
る
の
で、
こ
の
よ
う

な
例
は
語
群
の
解
体
と
は
判
断
し
な
い。

．
．

r

関
連

直
接
の
対
応
語
で
は
な
い
が、
「
m'l

「
砲」
や
「
火」・
「
炎」

「
姻」
の
よ
う
に
深
い
関
連
を
も
つ
胎
肝。
抑
、々
部
門
全
体
が

ひ
と
つ
の
OO
述
語
群
で
あ
り、
閲
迎
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
判

断
も
絶
対
的
で
は
な
い
が、
こ
の
よ
う
な
結
び
つ
き
を
し
て
い
る

語
群
を
無
祝
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で、
語
群
の一
種
と
し

て
掲
げ
る。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
IV
で
あ
る。

語
群
a
に
附
し
た
（

）
は、
a
に
含
ま
れ
る
Pの
糾
数
で
あ
る
3

ま
た
語
群
内
で
の
移
動、
例
え
ば
「

268
．
採
者」
「
269
．
内
科」

70
・
外
科」
「
271

瞑
科」
「
272
．
牙
仄」
↓
「
232
．
医
名」

2
 

「「
233
・
内
科」
「
234
．
眼
科」
「
235
．
外
科」
「
236.
g」
の
よ

う
な
例
は
語
群
の
解
体
と
は
兄
な
い。
し
か
し、
「
487
．
脈」
「
488

•
静
脈」
「
489
．
動
脈」
↓
「
418
．
静
脈」
「
419
．
脈」
「
420
．
動

脈」
の
よ
う
な
例
は
糾
附
内
で
の
移
動
で
は
あ
る
が、
Ifi叩
の
相
関
閲

係
を
考
え、
こ
れ
を
解
体
と
と
る。

表
N
よ
り、
語
群
ct
.

8に
つ
い
て
は、

り
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る。
特
に
「
166
．
正
月」

「
167
．
二
月」
「
168
•
三
月」
「
169
•
四
月」
「
170
•
五
月」
「
171

•
六
月」
「
172
．
七
月」
「

173
・
ハ
月」
「
174
．
九
月」
「
175
.

+

月」
「
176
.
＋一
月」
「
177
．
十
二
月」
や
「
200
•
日
叫」
「
201
.

月
咄」
「
202
．
火
芭
「
203
•
水
附」
「
204
•
木
曜」
「
205•
金
晰」

「
206
•
土
咄」
の
よ
う
に
栢
群
内
で
の
移
動
も
不
liJ
能
で
あ
る
六
二

訴
に
つ
い
て
は
解
体
率
は
0
％
で
あ
る。
さ
ら
に、．
語
附（
す
べ
て

9)
を
全
く
無
視
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
「
動
字」
部
門
を
除
け
ば

8
の
解
体
率
は
七
·
O
％
と
な
る。
こ
れ
に
対
し
て
r

の
鮒
体
率
は

六一
・
六
％
と
硲
い。
つ
ま
り
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
栢
群
以
外
に

つ
い
て
紺
者
は
殆
ん
ど
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
（
「
配
列
瓶
罪」
が

「
詔
群
意
識」
を
凌
煤
し
て
い
る
）
と
苔
え
るー

こ
の
よ
う
に
糾
群
に
杵
H
す
る
と、
石
梃
政
方
に
よ
る
配
列
の
糾

み
換
え
は、
全
く
無
造
作
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
く、
邸
澁
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
証
明
で
き
る。
M
時
に、
拍
群
意
識
に
よ
っ
て
配
列

に
変
化
が
11ナ
ら
れ
な
い
語
秘
を
確
認
す
る
こ
と
で、
変
化
し
た
配
列

の
意
味
が
さ
ら
に
明
確
に
な
る。
そ
の
上
で、
表
皿
の
「
語
群
ポ」

「
解
体
ポ」
と
表
11
の
「
移
動
ギ」
と
を
屯
ね^
り
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
以
下
の
ボ
実
が
わ
か
る。

．

0
五
八
・
六
％
と
い
うけ9
い
移
動
率
に
も
拘
わ
ら
ず、
誰
の
LI
に

も
明
ら
か
な
糾
群
(
“
+
B.）
の
解
体
率
は一
八
・
三
％
と
低

い。
囚
み
に、
移
動
し
な
い
糾叩
始
六
七
六mnll
の
う
ち
a
+
R
は

一粥一
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出

⇒

砕

11
・

廿

的

烹

閤l

二
三
四
語
（
三
四
・
六
％
）
で
あ
る。

0
部
門
別
の
語
群
率
．
解
体
率
．
移
動
率
に
は
関
迎
性
が
見
ら
れ

る。
（
グ
ラ
フ
ー
参
照、

語
群
率
と
飩
体
率
．
移
動
率
は
対
立

的
に
関
連
す
る
た
め
語
群
率
は
「
一

0
0
マ
イ
ナ
ス
語
群
率」

と・
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
示
し
た
。
）

0
こ
の
こ
と
は
語
群
よ
り
先
に
「
部
門
」

に
対
す
る
意
識
（
先
入

見
の
よ
う
な
も
の
）
が
嗣
者
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る。

つ
ま
り
配
列
換
え
を
行
な
う
部
門
で
は
語
群
へ
の
注
意
が
低
下

し、

「
横
の
流
れ
」

に
乗
っ
て
勢
い
づ
い
た
形
で
語
句
の
移
動

を
徹
底
さ
せ、

逆
に
配
列
換
え
を
行
な
わ
な
い
部
門
で
は
語
群

を
形
成
し
て
い
な
い
語
句
で
も
移
動
さ
せ
な
い
で、

「
改
蛮」

の
順
序
を
守
る
煩
向
が
あ
る。
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五、
お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に、

「
英」
に
お
け
る
配
列
の
動
的
部
分

「
移
動
し
た
語
鍍
（
解
体
し
た
語
群

こ
11
「
移
動
さ
せ
て
も
構
わ

な
い
語
梨
（
解
体
さ
せ
て
も
構
わ
な
い
語
群
或
い
は
語
群
を
形
成
し

な
い
語
批
）
」
と
表
裏
i

体
の
形
で、

「
移
動
し
な
か
っ
た
諾
磁

（
解
体
し
な
か
っ
た
語
群
）
」
11
「
移
動
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
語
丞

（
解
体
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
語
群
）
」
と
い
う
静
的
祁
分
の
定
理
が

成
り
立
つ
。

'

．

で
は
何
故、

石
橋
政
方
は
移
動
さ
せ
て
も
構
わ
な
い
語
紐
を、

自

・
ら
の
判
断
で
可
能
な
限
り
そ
れ
も
規
則
的
（
容
易
）
な
方
法
で
移
動

さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か。
も
し
配
列
の
変
化
に
よ
っ
て
新
し
い
意
味

が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば、

換
営
す
る
と
「
配
列
を
変
え
る
こ

と」
が
「
手
段」
で
あ
る
の
な
ら
ば、
こ
の
疑
問
を
解
く（
「
目
的
J

を
見
出
す
）
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る。
し
か
し
こ
の
場
合`

「
配

列
を
変
え
る
こ
と」
自
体
が
「
手
段」
で
あ
る
と
同
時
に
「
目
的」

で
あ
る
の
だ
か
ら、
そ
の
「
目
的」
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い。

し
か
し、

以
上
の
考
察
の
結
果
に、

絹
者
が
「
自
叙」
（
注
5
参

照
）
に
「
森
島
氏」
と
ま
で
巾}
き
加
え
た
r
祖」
で
は
な
く、

ど
こ

．
に
も
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
「
改
蛮」
が
底
本
で
あ
っ
た
こ
と、

さ
ら
に
「
蛮」
「
改
蛮」
「
英」
を
比
較
し
て
（
表
［
参
照
）
明
ら

．
か
な
よ
う
に、

も
し
「
蛮」
が
底
本
で
あ
れ
ば
「
英」
は
r
蛮」
に

対
し
て
「
改
正
削
補」
の
位
叩い
を
占
め
る
（
ポ
実
は
逆
）
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
三
掛
の
相
閑
関
係
を
考
え
併
せ
れ
ば、

り

辞
内
を
掘
ん
だ
れ
実
を
自
分
自
均
或
い
は
他
者
に
納
財
さ
せ

こ
ヽ
。
t
,v
 

②

そ
の
た
め
に
は
出
来
る
だ
け
手
が
加
え
ら
れ
て
い
て、

新
し

く、

仙
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い。

⑥

即
ち
底
木
は
r
改
色
で
あ
る
よ
り
「
松」
で
あ
っ
た
ほ
う

が
都
合
が
良
い。

．

0

従
っ
て、

庇
本
が
「
改
蛮」
で
あ
る
こ
と
を
険
祇
す
る
必
汲

が
あ
り、

配
列
を
変
え
れ
ば
同
時
に
「
独
自
の
も
の」
に
近
づ

゜

＜
 

と
い
う
意
識
に
よ
り、

先
行
辞
hり
に
対
し
て
内
容
の
変
化
を
持
た
せ

よ
う
と
し
た
工
夫
が、

右
か
ら
左
へ
と
い
う
「
配
列
の
旗
則」
と
な

っ
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。

そ
の
結
果
「一
匁」
を
欠
い
て
「
十
匁」
を
収
っ
た
り、
「
静
脈」

「
脈」
「
動
脈」
の
よ
う
な
奇
妙
な
杞
列
が
行
な
わ
れ
た
り、
さ
ら

に
は
「
四
支」
と
「
手」
や
「
足」
の
判
に
「
肛
門」
が
入
り
こ
む

な
ど
と
い
っ
た
勇
が
足
を
随
所
で
犯
す
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う。※

本
稿
で
は、
（
表
氾
を
煎
視
す
る
論
で
は
な
い
た
め
）
旧
字

体
は
新
字
体
に
改
め
て
記
し
た。
ま
た、

改
正
増
補
梃
詔
箋
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4. 

の
異
本、
さ
ら
に
は
改
正
増
補
英
語
箋
と
の
比
較
検
討
に
つ

い
て
は、
今
後
の
採
題
と
し
た
い。一

（
注）l

「
民
間
で
は、
会
話
書
が
出
版
さ
れ
（
中
略
）
r
増
訂
蔀
英

通
語（
万
延
元
）、
石
橘
政
方
の
「
英
悟
箋」
（
万
延
二
｝、

清
水
卯
三
郎
の
r
ゑ
ん
ぎ
り
し
こ
と
ば」
（
万
延
元）
が
広
く

迎
え
ら
れ
た。」
（
「
国
語
学
研
究
事
典」
）

．

2
一
例
と
し
て、
r
英」
よ
り
六
年
後
の
一
九
六
七

困奈a-l)

年
に
は、
「
二
万
語
以
上
の
日
本
語」
（
英
文
に
よ
る
は
し
が

き
の
訳
）
を
採
録
し
た
「
和
英
語
林
集
成」
が
出
版
さ
れ
て
い

ろ。後
絹
四
冊
が
出
版
さ
れ
た
の
は一
八
六
三
（
文
久
三
）
年。

村
上
編
「
英
語
箋」
は、
序
文
•
発
音
の
説
明
が
と
も
に
英

語
で
記
さ
れ、
こ
の
時
期
の
外
国
話
導
入
に
多
大
な
功
組
の
あ

っ
た
彼
の
語
学
力
を
よ
く
示
し
て
い
る、
英
梧
主
体
の
辞
杏
で

あ
ろ。（
仮
名
だ
け
で
は
区
別
し
難
い
語
に
の
み
漢
字
が
附
さ
れ

て
い
る
）。
こ
れ
に
対
し
て
石
橋
頴
r
英
語
箋」
の
語
領
は
殆

ん
ど
が
淡
字
表
記
で
あ
り、
原
則
と
し
て
英
語ー
語
を
対
応
さ

せ
て
い
る。

5

「
曽
，
得→
森
島
氏ノ
蛮
語
箋一
本
→。
看
h
其
ノ
黎
棚→

知コ
天
文
地
理
時
令
物
名
人
事
套
語
→。」
（
返
り
点
・
送
り
仮

名
は
箪
者）

6

特
に
r
蛮」
の
「
言
語」
「
万
国
地
名
箋」
「
改
蛮」
巻
二、

「
英」
巻一ー
に
そ
の
差
異
が
顕
著
で
あ
り、
「
改
蛮」
は
「
改

正
増
補
」

の
体
裁
を
と
り
な
が
ら、
独
自
な
形
で
内
容
を
豊
か

な
も
の
に
し
て
い
る
（
多
く
の
学
問
に
造
詣
の
深
か
っ
た
箕
作

玩
甫
な
ら
で
は
の
観
が
あ
る
）。
と
こ
ろ
が
「
英」
は「
改
蛮」

を
踏
襲
し
よ
う
と
し
な
が
ら
（
英
語
と
蘭
語
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
）
貧
し
い
内
容
し
か
示
し
得
て
い
な
い。
「
虞
前
字」
「
接

続
字」
「
磋
歎
字」
等
が
そ
の
ま
ま
抜
け
て
い
る
こ
と
や、「
会

話」
が
殆
ん
ど
三
語
程
度
か
ら
成
ろ
も
の
で
あ
る
こ
と
は、
初
心

者
に
対
す
る
配
慮
と
い
う
よ
り
は、
投
げ
や
り
な
も
の
を
感
じ

さ
せ
る。

1

逆
に
そ
の
規
則
性
は、
「
改
蛮」
と
「
英」
と
の
結
び
つ
き

を
証
明
す
る
も
の
で
も
あ
る。
r
蛮」
と
「
英」
の
間
に
は
こ

の
よ
う
な
規
則
性
は
見
ら
れ
な
い。

，

&

r
蛮」
の
中
に
は
「
32
・
赤
石
脂」
の
よ
う
に、
曲
語
の
訳

，

 

ー

を
欠
く
も
の
が
八
例、
「
50
．
峡
訟」
の
よ
う
に
曲
語
訳
を
黒

ー

く
塗
り
殺
し
消
去
し
て
あ
る
も
の
が
三
例
見
ら
れ
る
が、
こ
れ

9

ら
も
配
列
の
上
で
は一
語
と
し
て
考
え
る。
こ
れ
ら―
一
例
の

う
ち
「
改
蛮
Jー
で
閾
語
訳
を
加
え
て
あ
る
も
の
は
八
語、
削
除

さ
れ
た
語
が
三
語
で
あ
る。

（
岡
山
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科）
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